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令和6年度予算特集  21議員による一般質問

15億
28万４千円
幼稚園・こども館
複合施設建設事業

P3
ネギーの
利用総額
に対する
業務委託料

P5

約9,000冊
図書購入冊数
昨年から
約2,000冊増

P6

30万円
犯罪被害者等
支援条例での
遺族見舞金

P7

P818対5
予算案議決
賛成・反対

3,520円
下水道料金20㎥/月
県内最高額

P9

自治会加入率
68.8％P10

約158億円
「自治体の貯金」といわれる
財政調整基金残高
県内2位

P4

576億
418万円

令和6年度一般会計
予算総額

P3480手続き
オンライン化された
行政手続

P10

2%

ⓒ深谷市
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地域通貨推進事業
11億3,572万円

ネギーチャレンジ

文化財施設管理活用事業
9億7,619万円

ホフマン輪窯６号窯

常備消防車両購入事業
1億1,412万4千円

配備予定車両のイメージ
（水槽付消防ポンプ自動車・高規格救急自動車）

幼稚園・こども館複合施設建設事業
15億28万4千円

幼稚園・こども館複合施設完成イメージ図
南北約80m×東西約76m

令和６年深谷市議会第１回定例会
２月２２日から３月１８日まで

　令和６年度の一般会計当初予算は、５７６億４１８万円で、前年に比べ
３５億３，２８０万５千円（６.５％）の増額となりました。これは、幼稚園・こども
館複合施設の着工や母子包括支援など、子育て支援に関する施策、ま
た、新一万円札発行に向けて渋沢栄一翁のさらなる顕彰など、将来のま
ちづくりに必要な事業を着実に推進するための経費を計上した結果、前
年度比６．５％の増額となったものです。

・幼稚園・こども館複合施設建設事業…１５億２８万４千円
・福祉総合相談事業……………６,２１１万６千円
　令和６年４月１日から「ふくしの窓口」を開設
・高齢者慶祝事業………………３,９９６万３千円
　地区敬老会開催に補助金を交付
・地域医療推進事業…………………２５７万９千円
　ウイッグ等購入費の助成
・母子健康包括支援事業…１億７,８２３万９千円
　産婦健康診査等の助成

・深谷テラスパーク管理運営事業……８,２２５万６千円
　遊具周辺に人工芝を設置
・地域通貨推進事業…………………１１億３,５７２万円

第２次深谷市総合計画後期基本計画に掲げる
６つの「まちのイメージ」実現に向けた
施策を展開

健康でいきいきと
暮らせるまち
健康でいきいきと
暮らせるまち

・渋沢栄一政策推進事業……２,９７１万９千円
　新一万円札発行記念イベント等を開催
・文化財施設管理活用事業…９億７,６１９万円
　ホフマン輪窯内部を一部公開
・中学校施設整備維持事業…４億２５１万９千円
　中学校体育館にエアコンを整備
・国際化教育推進事業…１億３,７２２万９千円
　幼稚園・小学校・中学校にＡＬＴを派遣
・特別支援教育事業…………８,５７８万４千円
　特別支援補助員及びインクルーシブ支援員の増員

次代を担う人と
文化を育むまち
次代を担う人と
文化を育むまち

活力とにぎわいに
あふれるまち
活力とにぎわいに
あふれるまち

・コミュニティバス運行事業………３億１,５１４万円
　自動運転バス実証実験運行を実施
・中央区画整理事業……………６億５,６１８万１千円
・道路維持管理事業…………………５億３７０万７千円

快適で利便性の
高いまち

快適で利便性の
高いまち

・応急手当普及啓発事業………………１７２万９千円
　ジュニア救命士の育成
・防災施設整備維持事業…………３,６９０万７千円
　防災行政無線に避雷器を増設
・常備消防車両購入事業……１億１,４１２万４千円
　水槽付消防ポンプ自動車・高規格救急自動車を購入

安心とやすらぎを
感じられるまち
安心とやすらぎを
感じられるまち

・広域連携事業……１,８７８万１千円
　深谷市・本庄市・伊勢崎市 ３市連携事業を展開
・婚活応援事業……１,５４５万７千円
　結婚新生活支援事業補助金を新設

みんなで創る
協働のまち
みんなで創る
協働のまち
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議長
茂木　一郎

予算特別委員会
委員長　五間くみ子　

令和６年度当初予算については、施政方針との整合性や

財政運営の健全性の審査、各事業の効率性などを含め、

予算特別委員会を設置し集中審議を行いました。

議長を除く議員２３名で審議しました。

２日間の予算審査で審議項目は９９項目でした。

予算審議
（特別委員会で集中審議）

総括
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幼稚園・こども館複合施設建設事業の継続費の
総額に対し、国県の補助金をどのくらい見込ん
でいるのか。
現時点では財源対策として地方債を充当してい
る。国の補助金については、現在それぞれの所
管部署で採択に向けて、手続き、協議を行って
いる。補助金の金額については、国が調整の上
配分されるので、採択の見通しが立った時点
で、補助金の計上とその財源更正に係る補正予
算を編成し議会へ上程していく。

令和６年度定額減税による予算編成への影響は。
令和６年度の当初予算においては、見込んでい
ない。定額減税に伴い減収となる市民税は、地
方特例交付金により全額国費により補填をされ
ることになっており、補正予算での対応を見込
んでいる。

民生委員児童委員協議会運営事業
民生委員の方々が高齢者の安否確認をどの様な
活動により行っているのか。
民生委員の活動の中で行う高齢者等の安否確認
や見守りについては、各地区の民生委員が災害
時等要援護者名簿に登録のある方で日頃の見守
りを希望する方を対象に無理のない範囲で訪問
するなど、挨拶や日頃の声かけ、生活の様子を
気にかけるといった活動を行っている。

現在の名簿登録者件数はどのくらいか。
令和５年４月１日現在、対象者人数１万８,３４
４人中、名簿登録者件数２,２４４人である。

保育士奨学金返済支援事業
新設された保育士奨学金返済支援事業の概要は。
県の補助金を活用し市内保育所等で新たに就労
する保育士の奨学金返済に係る費用の一部を支
援することで、市内における保育人材の確保を
図り、保育士が働きやすい環境の整備を行うこ
とを目的とする。

保育士養成の学校などに周知は行うのか。
市のホームページへの掲載や市内の私立の保育
施設長会議で制度について周知している。保育
士養成の学校については、今後対応を検討して
いきたい。

福祉
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Q

A

Q

A

Q

地域通貨推進事業
地域通貨ネギーの各店舗のチャージの状況は。
地域通貨ネギーを発行できる販売店は現在１５
か所ある。販売店ごとの実績は、令和５年４月
から令和６年２月までの実績で、道の駅おかべ
が約４,６００万円、食品館ハーズが約３,９００
万円、渋沢栄一翁ふるさと館ＯＡＫが約３,００
０万円となっている。

販売店、コンビニチャージ、クレジットチャー
ジについてそれぞれの手数料は。
令和５年度の地域通貨事業の業務委託契約では
チャージの手数料を含めて一律、地域通貨利用
総額の２％という内容で契約している。

深谷テラスパーク管理運営事業
深谷テラスパークエリアマネジメントが指定管
理者選定時に提出した提案書通り事業を行って
いるのか。
指定管理業者によるエリアマネジメント業務に
おける主な本年度の具体的な取組として、８月
に開催した超学園祭や年４回開催したキャンプ
&シネマ、また３月から１ヶ月間開催した深谷
パン祭りなど、市内外の多様な事業者と連携
し、企画、実施している。指定管理者が多様な
事業者と関係構築にしっかりと取り組み、市内
回遊の促進を図ることができるよう取り組んで
いく。
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地球温暖化対策事業
住宅用省エネ設備設置費補助金の交付事業につ
いて、地中熱利用システムの設置数は。
平成２７年度から、補助金の対象品目に追加し
て以来、申請数は０件である。

ゼロカーボンシティ推進プロジェクトというこ
とで、昨年から大きな補助金を出している。最
近は、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハ
ウス）などいろいろ出ている。非常に省エネ性
が高いものになっているので、見直していく必
要があると思うが。
国ではエコキュートなど高効率な給湯器の設置
に対する補助制度が創設されていることは承知
している。今後補助制度をどのようにしていく
のか、対象品目の見直しも含め研究していく。

生活排水対策事業
合併浄化槽の設置と維持管理に補助を出してい
るが、合併浄化槽に転換すべき世帯は現在どれ
くらいあるのか。
令和２年３月に策定した深谷市生活排水処理基
本計画において、今後汲み取り便槽や単独処理
浄化槽から合併処理浄化槽へ転換が必要な数は
８８５基と推計している。この計画策定後の令
和２年度から令和５年度までに補助事業により
合併処理浄化槽へ転換した数が６５基で、現在
では８２０基が合併処理浄化槽への転換が必要
である。年間２０基の補助件数を予算計上し
た。
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小学校給食事業
児童生徒1人分の給食の量はどのように決めて
いるのか。
市立小中学校の給食献立については、市内の学
校栄養職員が毎月集まり、基本献立を作成して
いる。文部科学省から示されている学校給食摂
取基準に基づき、色々な食品を適切に組み合わ
せ、児童生徒が栄養素をバランスよく摂取しつ
つ、様々な食に触れることができるよう考慮し
ている。また、各学校の栄養職員がそれぞれの
学齢に応じて食材の量を調整し、給食を提供し
ている。

物価高騰等の理由により給食費補助を実施して
いるが、深谷市の美味しい給食を維持継続して
いく上でも、給食費補助等について、各家庭へ
ＰＲが必要と考えるが、どのように行っている
のか。
各学校で給食だよりを発行して、児童生徒を通
じて各家庭に配布している。この給食だより等
に給食費の補助について、今後ＰＲを掲載して
いきたい。

学力向上推進事業
中学３年生に対し英検、中学２年生に対し数検
を１回全員に受検できる全額補助があるが、予
算額については。
英検については、３級４,８００円を１,３００人
で合計６２４万円計上。数検については、３級
４,３００円を１００人、４級３,８００円を１,
２００人、合計４９９万円を計上している。

図書館整備事業
令和５年度比で新年度予算が増額となっている
が詳細は。
今回の予算の増額については、主に児童書や一
般書などの備品購入費が昨年度と比較して、９
２３万４,０００円の増額となっている。児童書
や一般書などの購入冊数を約９,０００冊予定し
ており、昨年と比較して約２,０００冊の増加と
なっている。

防災機能強化事業
今後の自主防災会の設立についての目標は。
最終的な目標は、全ての地区に結成をしていた
だきたいと考えている。自治会においては活動
への理解や毎年の役員の交代、また自治会への
加入促進など課題が様々あるが、それぞれの地
域の事情に即して、設立の促進を推進していき
たいと考えている。

防犯のまちづくり支援事業
詐欺被害防止機能付電話の無償貸与は２００台
で足りるのか。また実際に被害を防止した実績
はどうか。
県内の自治体の中では一番多く台数を貸与して
おり、貸与を希望された高齢者の方々にはもれ
なく貸与している。また、令和４年度に貸与し
た人にアンケートを実施したが、回答をした全
ての方が詐欺被害防止に効果があると回答して
いる。

渋沢栄一政策推進事業
新一万円札発行日に祝賀イベントを開催すると
いうことだがその内容は。
新札発行の７月３日の前日夜に渋沢栄一記念館
において前夜祭を、また３日の夜には本庁舎に
おいてビアガーデンのイベントを開催し、多く
の皆様とともに新札発行を盛大にお祝いした
い。また、栄一ゆかりの企業、団体に協力を呼
びかけ、くす玉開き動画を募集し、その動画を
７月３日に市のホームページなどで一斉に掲載
し、全国的なお祝いムードの醸成につなげるよ
うな取組を進めていく。

応急手当普及啓発事業
対象が小学校５年生以上とあるが、希望者を
募って行うのか、授業の中等で取り入れていく
のか。
この事業は、応急手当てを学ぶことによって命
を大事にする心を育み、子供を通じて家庭での
応急手当普及や将来的な社会全体の救命率向上
を目指して実施するものである。小学校５年生
は応急手当に関する項目が保健体育の授業に含
まれるので、消防職員が学校に出向し授業の中
で、胸骨圧迫やＡＥＤの取扱いなどについて講
習を行うものである。

イメージキャラクター活用推進事業
「ふっかちゃん」グッズのデザイン使用料につ
いて、市外の方については有料化してもいいの
ではないか。
「ふっかちゃん」を広く認知していただきたい
ということで、デザインの使用に関しては無料
としている。
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し
ょ

に
活
動
で
き
る
「
こ
ど

も
館
」
の
可
能
性
は
大

き
い
。
ま
た
、
新
設
す

る
と
し
た
ら
高
校
生
が

行
き
や
す
い
現
在
の
計

画
地
が
最
適
と
考
え

る
。
し
か
し
各
地
区
に

あ
る
公
民
館
で
の
子
ど

も
の
利
用
は
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
、
こ

の
点
を
改
善
し
た
い
。

多
大
な
費
用
の
か
か
る

こ
ど
も
館
新
設
を
含
む

予
算
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
小
林　
真

　

遺
族
見
舞
金
、
傷
害
見
舞
金
の
金
額
根
拠
と
、
国
か
ら
の

見
舞
金
、
条
例
案
の
支
給
要
件
の
内
容
は
。

　

全
国
で
見
舞
金
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
、
遺
族
見
舞
金
を
30
万
円
、
傷
害
見
舞
金
を
10
万
円
と
設

定
し
て
い
る
。
国
の
見
舞
金
制
度
は
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

が
あ
り
、
遺
族
給
付
金
、
重
傷
病
給
付
金
、
障
害
給
付
金
に

よ
り
支
給
さ
れ
る
。
深
谷
市
の
支
給
要
件
は
、
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
時
点
で
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。
傷
害
見
舞
金

は
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
に
よ
り
３
日
以
上
入
院
し
、
か
つ

１
ヶ
月
以
上
の
療
養
を
要
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
精
神
疾
患

に
よ
る
場
合
に
は
３
日
以
上
就
労
で
き
な
い
程
度
で
あ
り
、

か
つ
１
ヶ
月
以
上
の
療
養
を
要
す
る
場
合
に
10
万
円
を
支
給

す
る
。
遺
族
見
舞
金
は
犯
罪
被
害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
場
合

に
遺
族
の
方
に
30
万
円
を
支
給
す
る
。

　

見
舞
金
の
申
請
か
ら
対
応
、
支
給
ま
で
、
被
害
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
ま
ず
警
察
に
行
く
と
思
う
の

で
、
警
察
か
ら
被
害
者
へ
制
度
の
案
内
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
人
が
市
役
所
に
来
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
市
の

ほ
う
か
ら
出
向
い
て
伺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

相
談
に
応
じ
る
窓
口
は
ど
こ
か
。

　

人
権
政
策
課
に
設
置
し
て
い
る
。

　

相
談
は
、
電
話
で
受
け
る
の
か
。

　

窓
口
で
受
け
る
事
も
可
能
だ
が
、
来
庁
が
難
し
い
場
合
は

電
話
相
談
も
可
能
で
あ
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
　
Q　

　
　
　
A　

　
Q　

　
A 　

　
Q　

　
A　

　
Q　

　
A

　
　

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
制
定
す

る
も
の
で
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
市
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例

　
　

　

国
の
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
が
当
該
施
設
に
係
る
重
要
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

　

第
23
条
の
主
語
は
、
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
小
規
模
保
育
室
や
家
庭
的
保
育
な
ど
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業
は
、
今
回
の
改
正
の
対
象
で
は
な
い

と
考
え
て
よ
い
か
。

　

条
例
第
50
条
に
準
用
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
中
で
「
第
23

条
の
規
定
は
、
特
定
地
域
型
保
育
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
と

は
、
具
体
的
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
情
報
公
表
シ
ス
テ

ム
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
利
用
し
た
情
報
提
供
で
よ
い
の
か
。

　

国
が
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
中
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
情
報

公
表
シ
ス
テ
ム
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
こ
で

情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
de
サ
ー
チ
を
見
る
と
、
既
に
情
報
を
公
開
し
て
い
る

園
も
あ
る
が
、
な
い
園
も
あ
っ
た
。
市
と
し
て
、
各
施
設
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
を
公
開
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
る
の
か
。

　

国
か
ら
詳
し
い
通
知
が
届
き
次
第
、
各
園
に
周
知
す
る
。

な
お
、
現
在
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
活
用
し
て
い
る
園
も
あ
れ

ば
、
自
園
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
ち
、
そ
こ
で
情
報
を
公
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
Q　

　
A　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A

　

畜
産
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
乳
牛
一
頭
に
つ
き
１
万

３
千
円
の
支
援
金
を
交
付
す
る
が
、
こ
の
金
額
の
根
拠
は
。

　

牧
草
の
飼
料
高
騰
分
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
頭
当

た
り
の
算
出
根
拠
だ
が
、
主
要
５
種
の
牧
草
が
、
昨
年
度

比
、
約
30
％
値
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
半
分
の
15
％
と
し

た
。
一
頭
当
た
り
の
年
間
飼
料
の
負
担
額
が
約
９
万
円
と
な

り
、
そ
れ
に
15
％
を
掛
け
た
金
額
が
約
１
万
３
千
円
と
な

る
。

　

農
業
施
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
燃
油
購
入
価
格
高
騰
分

の
２
分
の
１
と
の
説
明
だ
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

15
％
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
15
％
の
根
拠
は
。

　

令
和
２
年
度
の
動
力
光
熱
費
を
１
０
０
％
と
し
た
と
き
、

令
和
５
年
９
月
時
点
の
燃
料
費
が
１
３
３
％
で
あ
る
た
め
、

そ
の
約
30
％
の
半
分
が
15
％
と
な
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

補正
　
　
Q　

　
　
　
A　

　
Q　

　
A

　
　

　

農
業
施
策
推
進
事
業
や
私
立
保
育
施
設
運
営
事
業
な
ど
、

合
わ
せ
て
２
億
８
，
７
３
８
万
７
千
円
の
追
加
で
す
。

条例

専
決
第
４
号

　

決
算
見
込
み
が
出
た
た
め
電
気
料
を
減
額
補
正
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
節
電
に
努
め
た
結
果
な
の
か
。
そ
れ
と

も
、
通
常
の
利
用
を
し
て
、
当
初
の
値
上
が
り
見
込
み
に
比

べ
決
算
が
減
り
、
減
額
補
正
と
な
っ
た
の
か
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
を
受
け
る

想
定
で
は
な
く
、
電
気
料
が
高
騰
す
る
見
込
み
で
計
上
し

た
。
国
の
補
助
が
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
残
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
と
も
、
節
電
に
努
め
た

結
果
の
執
行
残
で
あ
る
。

　
　
Q　

　
A 　

庁
舎
維
持
管
理
事
業
や
文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
な

ど
、
合
わ
せ
て
14
億
７
，
４
５
６
万
３
千
円
の
減
額
で
す
。

第
10
号

ワ

ム

ネ

ッ

ト

6



市政への一般質問

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質問項目一覧 （通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

小泉　誠・・・・・・・・・・・・・・・・P9
・下水道使用料
   
柿澤　祐介・・・・・・・・・・・・・・P10
・自治会 
・市長と語る集い 
・消防団
   
清水　健一・・・・・・・・・・・・・・P10
・誰一人取り残さない人に優しい
　デジタル社会の実現
・渋沢栄一翁顕彰事業
   
加藤　利江・・・・・・・・・・・・・・P11
・なぜ今、ＡＣＰが必要か
　（ＡＣＰとは人生会議）
・スポーツ少年団
   
田口　英夫・・・・・・・・・・・・・・P11
・深谷市の環境施策
・多文化共生の推進
   
永田　勝彦・・・・・・・・・・・・・・P12
・川本農産物直売所「道の駅かわもと」
　北側への敷地拡張

岡　　仁・・・・・・・・・・・・・・・・P12
・友好都市
・市街化調整区域

山出　秀明・・・・・・・・・・・・・P13
・地域通貨ネギー
・ふかや緑の王国
   
坂本　博・・・・・・・・・・・・・・・・P13
・災害の対応
   
繫　由香・・・・・・・・・・・・・・・・P14
・がん患者支援
・ＳＤＧｓの視点から
   
五間　くみ子・・・・・・・・・・・・P14
・こども館
・高齢者の肺炎予防

佐久間　奈 ・々・・・・・・・・・・・P15
・こども誰でも通園制度

鈴木　三男・・・・・・・・・・・・・・P15
・会計年度任用職員
・震災対策
   
福島　秀樹・・・・・・・・・・・・・・P16
・住宅用火災警報器  
・ゼロカーボンシティふかや宣言

田島　秀興・・・・・・・・・・・・・・P16
・環境対策

角田　義徳・・・・・・・・・・・・・P17
・農業振興
・公共施設適正配置
   
八須　由憲・・・・・・・・・・・・・P17
・渋沢栄一翁の顕彰と地域の活性化
・台風等の水害時の避難
  
村川　徳浩・・・・・・・・・・・・・P18
・花園消防署の分署化
・深谷ねぎまつり
   
湯本　哲昭・・・・・・・・・・・・・P18
・市民の健康管理

小林　真・・・・・・・・・・・・・・・・P19
・市民が主体のばらつきのある社会
 教育
・政治と市民のより豊かな関係性

髙田　博之・・・・・・・・・・・・・P19
・重要土地等調査法
・指定野菜（ブロッコリー）
・商標登録

件
案
事
人深

谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　

審
査
委
員
会
委
員

深
谷
市
固
定
資
産
評
価

深
谷
市
公
平
委
員
会
委
員

深
谷
市
固
定
資
産
評
価
員

石
川　

章
一

寺
山　

眞
澄

中
村　

文
男

片
桐　

雅
之

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

寺
山　

智
久

深
谷
市
人
権
擁
護
委
員

長
谷
見　

博
美

小
池　

重
子

い
し
か
わ　
　

し
ょ
う
い
ち

て
ら
や
ま　
　
　

ま
す
み

な
か
む
ら　
　
　

ふ
み
お

か
た
ぎ
り　
　
　

ま
さ
ゆ
き

て
ら
や
ま　
　

と
も
ひ
さ

は　

せ　

み　
　
　

ひ
ろ
み

こ
い
け　
　
　

し
げ
こ

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
敬
称
略

人事案件・採決表

 ３月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。 議案等の審議結果 
◆市長提案

件　　　　名 審議結果
第１号

第２号

第３号 （価格高騰重点支援給付金給付事業）
専決処分の承認を求めることについて

（一般会計補正予算）
専決処分の承認を求めることについて

（価格高騰重点支援給付金給付事業）
専決処分の承認を求めることについて 承認

承認

承認

◆議員提案
議案番号 件　　　　名 審議結果
第１号
第２号

深谷市議会会議規則の一部を改正する規則
深谷市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

可決

報告番号

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミルク 無会派
議  員  名

議  案  等
令和６年度一般会計予算 可　決

 全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○議長
（※）

小
泉
　
　
誠

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
み
子

繫
　
　
由
香

坂
本
　
　
博

髙
田
　
博
之

永
田
　
勝
彦

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

角
田
　
義
徳

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

八
須
　
由
憲

湯
本
　
哲
昭

今
井
慶
一
郎

福
島
　
秀
樹

柿
澤
　
祐
介

岡
　
　
　
仁

田
島
　
秀
興

件　　　　名 審議結果

第１２号

第１１号

第１０号

第９号

第８号

第７号

第６号

第５号

第４号

第３号

第２号

第１号 深谷市犯罪被害者等支援条例

深谷市手数料条例の一部を改正する条例

深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

深谷市農業集落排水処理事業受益者分担金条例
及び深谷市農業集落排水処理施設条例の一部を
改正する条例

深谷市ふかやｅパワー地域公共交通支援基金条例

深谷市土地区画整理事業特別会計条例の一部を
改正する条例

深谷市手数料条例の一部を改正する条例

深谷市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

工事請負契約の変更契約の締結について
（(仮称)川本複合施設建築ほか工事）

工事請負契約の変更契約の締結について
（(仮称)川本複合施設電気設備工事）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について 可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
議案番号

件　　　　名 審議結果

第３０号

第２９号

第２８号

第２７号

第２６号

第２５号

第２４号

第２３号

第２２号

第２１号

第２０号

第１９号

第１８号

第１７号

第１６号

第１５号

第１４号

第１３号 令和５年度深谷市一般会計補正予算(第１０号)

令和５年度深谷市国民健康保険特別会計補正予
算（第３号）

令和５年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第４号）

令和５年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別
会計補正予算（第３号）

令和５年度深谷市ふかや花園駅前土地区画整理
事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度深谷市一般会計予算

令和６年度深谷市国民健康保険特別会計予算

令和６年度深谷市後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別
会計予算

令和６年度深谷市水道事業会計予算

令和６年度深谷市下水道事業会計予算

令和５年度深谷市一般会計補正予算(第１１号)

令和６年度深谷市一般会計補正予算(第１号)

深谷市固定資産評価員の選任につき同意を求め
ることについて

深谷市公平委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて

深谷市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて

深谷市教育委員会教育長の任命につき同意を求
めることについて

深谷市教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて

同意

同意

同意

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
議案番号

　
　

深
谷
市
の
下
水
道
使
用
料
は
、
20
㎥

あ
た
り
月
３
，
５
２
０
円
。
令
和
３
年
、

県
内
平
均
は
約
２
，
０
０
０
円
、
２
位
の

日
高
市
で
２
，
７
６
１
円
。
市
の
下
水
道

使
用
料
は
、
県
内
で
最
も
高
額
で
あ
る

が
、
間
違
い
は
な
い
か
。

　
　

県
内
50
団
体
の
中
で
最
も
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

下
水
道
事
業
会
計
の
独
立
採
算
の
原

則
の
ま
ま
、
20
㎥
あ
た
り
月
額
３
，
５
２

０
円
を
２
，
５
０
０
円
に
値
下
げ
し
た
場

合
、
下
水
道
事
業
の
収
益
が
約
５
億
円
の

減
収
と
な
る
と
試
算
し
た
が
、
値
下
げ
は

可
能
か
。

　
　

５
億
円
の
減
収
と
な
る
と
、
事
業
経

営
が
赤
字
に
転
落
し
、
運
営
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
り
、
使
用
料
の
引
き
下
げ

は
た
い
へ
ん
難
し
い
。

　
　

独
立
採
算
の
原
則
を
や
め
、
一
般
会

計
よ
り
繰
り
出
す
以
外
に
、
下
水
道
使
用

料
を
値
下
げ
す
る
方
法
は
な
い
か
。

　
　

独
立
採
算
の
考
え
方
を
く
ず
す
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

深
谷
市
の
過
去
10
年
間
の
財
政
状
況

を
見
る
と
、
黒
字
額
は
平
均
年
約
35
億

円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
は
平
均
年
約
８

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
５
億
円
程
度

を
支
出
す
る
余
地
は
あ
る
か
。

　
　

今
後
の
財
政
需
要
の
高
ま
り
や
災
害

や
先
行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
情
勢
に
対

す
る
備
え
の
た
め
、
所
要
の
基
金
を
確
保

す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
、
下
水
道
使

用
料
の
引
き
下
げ
に
伴
う
減
収
分
を
一
般

会
計
か
ら
補
填
す
る
考
え
は
な
い
。

AQQQ A

QA A

A

値
下
げ
は
考
え
て
い
な
い

Q
県
内
で
最
も
高
額
な
下
水
道
使
用
料
の
値
下
げ
は
可
能
か

小泉　誠
こ　いずみ まこと

映像は
こちらから
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市政への一般質問市政への一般質問

　
　

市
民
の
中
に
は
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ

な
方
も
い
る
。
先
進
地
で
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
図
書
館
等
で
ス
マ
ホ
講
座
や
相

談
を
実
施
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、
実
施

す
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
　

先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
企
業
と
の
連
携

を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

●
渋
沢
栄
一
翁
顕
彰
事
業
に
つ
い
て

　
　

新
一
万
円
札
発
行
事
業
の
計
画
は
進

ん
で
い
る
の
か
。　

　
　

発
行
日
前
日
の
７
月
２
日
に
発
行
前

夜
祭
を
渋
沢
栄
一
記
念
館
で
行
う
。

　
　

７
月
３
日
発
行
日
当
日
は
市
役
所
市

民
広
場
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
行
う
と
の
事

だ
が
、
深
谷
青
年
会
議
所
な
ど
が
レ
ン
ガ

神
輿
を
担
い
で
、
お
祝
い
し
た
い
な
ど
の

話
が
あ
る
が
協
力
す
る
考
え
を
伺
う
。

　
　

担
ぐ
場
所
な
ど
を
含
め
て
、
安
全
面

に
配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

深
谷
を
盛
り
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
を
一

過
性
に
し
な
い
工
夫
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

先
進
地
で
あ
る
福
沢
諭
吉
の
故
郷
・

大
分
県
中
津
市
の
取
組
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
具
体
的
な
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

中
津
市
で
は
長
く
諭
吉
か
る
た
大
会

が
行
わ
れ
て
お
り
、
深
谷
市
で
も
市
民
団

体
が
栄
一
翁
か
る
た
大
会
を
計
画
し
て
い

る
が
、
市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

栄
一
翁
か
る
た
大
会
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く
。

　
　

栄
一
翁
は
近
代
日
本
郵
便
の
父
・
前

島
密
氏
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
記
念

切
手
を
発
行
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

市
内
郵
便
局
等
と
協
議
し
な
が
ら
調

査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQQ AA

Q QAAQA

映像は
こちらから

昨
年
９
月
現
在
で
４
８
０
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
る

Q
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

清水　健一
し　みず けん　いち

環境ポスター展

埼玉県ＡＣＰ(人生会議)
普及・啓発リーフレット

　
　

市
営
住
宅
や
新
規
住
宅
に
転
入
さ
れ

た
方
へ
、
加
入
促
進
の
取
組
は
実
施
し
て

い
る
の
か
。

　
　

現
在
は
、
防
災
・
福
祉
な
ど
の
自
治

会
活
動
を
記
載
し
た
加
入
促
進
チ
ラ
シ
を

転
入
者
に
窓
口
で
配
布
し
、
不
動
産
業
者

な
ど
に
も
配
布
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
は
、
市
営
住
宅
入
居
の
際
は
、

チ
ラ
シ
の
配
布
や
回
覧
、
自
治
会
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。

●
市
長
と
語
る
集
い
に
つ
い
て

　
　

自
治
会
連
合
会
主
催
の
市
長
と
語
る

集
い
の
意
義
に
つ
い
て
。

　
　

効
率
的
・
効
果
的
な
市
政
運
営
を
行

う
上
で
、
自
治
会
か
ら
の
理
解
・
協
力
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、
市
長
や
市
職

員
が
直
接
地
域
の
声
を
聞
け
る
大
変
貴
重

な
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

●
消
防
団
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

消
防
団
の
団
員
数
が
年
々
減
少
し
て

い
る
現
状
を
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

　
　

充
足
率
は
96
・
19
％
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
を
注
視
し
募
集

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
各
媒
体
で
団
員
募
集

の
取
組
を
考
え
て
い
る
。

　
　

消
防
団
等
充
実
強
化
法
第
14
条
に
お

け
る
本
市
の
装
備
充
実
状
況
は
。

　
　

消
防
団
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
活
動
服
な
ど
の
個
人
装
備
品
を
改
善

し
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
や
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
救
助
活
動
に
対
応
す
る
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
配
備
し

た
。
ま
た
消
火
活
動
時
の
高
性
能
防
火

衣
・
防
火
手
袋
を
改
善
し
た
。

AQ

QQ

AQA

AA

加
入
率
は
68
・
８
％
と
な
っ
て
い
る

Q
自
治
会
へ
の
加
入
状
況
は

柿澤　祐介
かき  ざわ ゆう  すけ

映像は
こちらから

　
　

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
自
分
の
た
め
で
も
あ
り
、

残
さ
れ
る
家
族
の
た
め
に
も
大
変
重
要
な

事
だ
と
思
う
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
元
気
で
長
生

き
」
が
理
想
だ
が
、
残
念
な
が
ら
や
が
て

い
つ
か
は
皆
人
生
の
終
焉
と
な
る
。
そ
の

時
に
自
分
ら
し
い
幕
引
き
を
迎
え
る
た
め

に
繰
り
返
し
話
し
合
い
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
変
重
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

本
人
が
、
自
分
の
意
思
を
明
ら
か
に

で
き
る
と
き
か
ら
、
家
族
や
医
療
・
介
護

チ
ー
ム
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
意
思
を

伝
え
て
お
く
こ
と
は
、
自
分
ら
し
い
尊
厳

の
あ
る
人
生
の
幕
引
き
を
迎
え
る
た
め
に

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
で

は
、
深
谷
寄
居
医
師
会
と
共
催
で
、
令
和

３
年
度
か
ら
市
内
の
医
師
を
講
師
に
迎

え
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
普
及
啓
発
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
球
技
チ
ー
ム

は
。

　
　

現
状
の
種
目
数
は
計
５
種
目
で
、
種

目
ご
と
の
チ
ー
ム
数
は
、
サ
ッ
カ
ー
が

12
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
８
、
野
球
が
６
、
テ

ニ
ス
が
１
の
合
計
35
チ
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

保
護
者
の
方
は
ど
の
よ
う
な
形
で
協

力
し
て
い
る
の
か
。

　
　

必
要
な
用
具
等
の
購
入
や
、
様
々
な

行
事
に
お
け
る
経
費
の
負
担
等
の
財
政
的

な
支
援
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
近

年
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
す
る
子

ど
も
た
ち
の
数
も
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
周
知
啓
発
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
へ
の
加
入
促
進
を
行
う
こ
と
も
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

AQA

QAQA

自
分
ら
し
い
人
生
の
幕
引
き
を
迎
え
る
た
め
大
変
重
要
で
あ
る

Q
な
ぜ
今
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
必
要
か

加藤　利江
か   とう とし   え

映像は
こちらから

　
　

環
境
教
育
動
画
は
非
常
に
わ
か
り
や

す
く
面
白
い
。
多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら

う
よ
う
に
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

学
校
の
授
業
で
の
活
用
や
市
役
所
１

階
の
ホ
ー
ル
で
上
映
す
る
等
し
た
。

　
　

公
共
施
設
の
電
力
使
用
量
削
減
の
取

組
は
。

　
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

電
力
使
用
量
の
実
績
を
集
約
し
て
職
員
の

省
エ
ネ
意
識
を
高
め
る
等
行
っ
た
。

　
　

今
あ
る
機
器
に
取
り
付
け
る
だ
け
で

省
エ
ネ
に
な
る
も
の
も
出
て
く
る
。
こ
れ

ら
の
積
極
的
な
活
用
を
考
え
て
は
。

　
　

環
境
に
配
慮
さ
れ
た
設
計
の
も
の
が

多
く
流
通
し
て
い
る
。
有
効
な
も
の
は
市

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
研
究
し
て
い
く
。

●
多
文
化
共
生
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

多
文
化
共
生
推
進
の
取
組
は
。

　
　

来
庁
さ
れ
る
外
国
人
の
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
り
、
17
言
語
に
対
応
す

る
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。

　
　

外
国
人
住
民
に
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
等

を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
か
。

　
　

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
、
５
か
国
語

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
周
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工

し
、
集
積
所
に
掲
示
で
き
る
よ
う
、
地
元

の
要
請
に
基
づ
い
て
配
布
し
て
い
る
。

　
　

緊
急
時
の
避
難
所
は
「
み
ん
な
が
逃

（
に
）
げ
る
場
所
（
ば
し
ょ
）
」
の
よ
う

な
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
っ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

外
国
人
に
情
報
を
伝
え
る
時
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

周
知
し
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

AQQQQ AAAA

QQ AA

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
環
境
教
育
動
画
の
作
成
等
し
て
き
た

Q
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
の
宣
言
後
の
取
組
は

田口　英夫
た     ぐち ひで   お

映像は
こちらから
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市政への一般質問市政への一般質問

　
　

川
本
農
産
物
直
売
所
「
道
の
駅
か
わ

も
と
」
に
つ
い
て
、
現
施
設
の
北
側
を
買

収
し
、
建
物
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
を
望

む
。
売
り
場
面
積
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
農
産
品
の
拡
販
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
農
業
の
担
い
手
が
現
れ
る
。
更
に
遊

休
農
地
の
解
消
に
も
繋
が
る
。

　
　

川
本
農
産
物
直
売
所
は
、
平
成
元
年

に
竣
工
し
、
そ
の
後
周
辺
を
埼
玉
県
と
協

力
し
て
整
備
し
、
平
成
12
年
に
「
道
の
駅

か
わ
も
と
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
川
本
農
産
物
直
売
所
は
「
ふ
か
や

農
業
協
同
組
合
」
が
使
用
し
て
お
り
、
飲

食
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る
物
産
館
は
市

が
管
理
し
て
い
る
。
飲
食
テ
ナ
ン
ト
が
あ

る
た
め
、
昼
食
時
や
土
曜
日
・
日
曜
日
な

ど
で
一
時
的
に
混
み
合
う
状
況
も
あ
る

が
、
比
較
的
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
の
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
５
類
に
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍

が
一
段
落
し
た
こ
と
で
客
足
が
伸
び
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
現
在
は
例
年
並
み

の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
状
況
を

注
視
し
て
い
る
段
階
に
あ
る
。
直
売
所
の

拡
張
に
よ
り
、
売
り
場
が
広
く
な
る
こ
と

に
よ
る
効
果
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
内
の

他
の
直
売
所
は
土
地
も
建
物
も
農
協
で
準

備
し
運
営
し
て
い
る
も
の
や
、
民
間
事
業

者
が
自
前
で
運
営
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
農
業
者
の
支
援
を

し
て
い
る
「
ふ
か
や
農
業
協
同
組
合
」
が

主
体
と
な
っ
て
整
備
す
る
の
が
基
本
と
考

え
て
い
る
が
、
今
後
も
「
ふ
か
や
農
業
協

同
組
合
」
と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い

く
。

AQA

映像は
こちらから

施
設
は
使
用
者
が
主
体
と
な
り
整
備
す
る
も
の
と
考
え
る

Q
川
本
農
産
物
直
売
所
「
道
の
駅
か
わ
も
と
」
の
拡
張
を
望
む

永田　勝彦
なが　た かつ　ひこ

　
　

会
派
の
視
察
研
修
で
宮
崎
県
高
千
穂

町
を
訪
れ
た
。
高
千
穂
神
社
に
は
『
畠
山

重
忠
公
が
植
樹
し
た
杉
の
木
』
が
大
切
に

保
存
さ
れ
て
い
た
。
高
千
穂
町
と
友
好
都

市
関
係
に
な
れ
な
い
か
。

　
　

高
千
穂
町
と
の
友
好
都
市
提
携
は
現

段
階
に
お
い
て
考
え
て
い
な
い
。

　
　

岩
手
県
田
野
畑
村
や
静
岡
県
藤
枝
市

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
友
好
都
市
と
な
っ

た
の
か
。

　
　

田
野
畑
村
と
は
畠
山
重
忠
公
、
藤
枝

市
と
は
旧
岡
部
町
と
旧
静
岡
県
志
太
郡
岡

部
町
の
町
名
が
同
じ
と
い
う
縁
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
民
間
・
行
政
間
交
流
を
続
け
て

き
た
な
か
で
友
好
都
市
と
し
て
締
結
し

た
。　

　
●
市
街
化
調
整
区
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

川
本
南
地
区
は
店
舗
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
人
口
を
増

や
し
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
市
街
化
調
整

区
域
に
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

代
表
的
な
立
地
可
能
な
建
築
物
は
い

わ
ゆ
る
分
家
住
宅
、
地
域
住
民
の
た
め
の

小
規
模
な
店
舗
等
（
床
面
積
１
５
０
㎡
以

下
）
、
福
祉
施
設
や
診
療
所
、
並
び
に
、

国
道
・
県
道
沿
い
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休

憩
場
所
と
し
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
飲
食
店
等
の
建
築
が
可
能
で
あ
る
。

AQQQ AA

A

歴
史
的
背
景
や
民
間
・
行
政
間
の
交
流
な
ど
を
踏
ま
え
て
判
断

Q
友
好
都
市
と
な
る
条
件
は
何
か

岡　　仁
おか ひとし

映像は
こちらから

　
　

地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
取
扱
店
に
つ
い

て
、
深
谷
花
園
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
等
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に
働

き
か
け
で
き
な
い
か
。

　
　

客
層
に
よ
り
お
店
側
の
意
向
も
加
わ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
導
入
に
向
け
て
引
き

続
き
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

●
「
ふ
か
や
緑
の
王
国
」
に
つ
い
て

　
　

「
ふ
か
や
緑
の
王
国
」
に
つ
い
て
、

休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
案
内
掲
示
板
等
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
な
い
か
。

　
　

「
ふ
か
や
緑
の
王
国
」
は
市
民
が
つ

く
り
、
市
民
が
守
り
育
て
る
、
市
民
の
森

を
目
指
し
て
平
成
21
年
２
月
に
開
国
し
、

現
在
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
管
理
運
営

を
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
休
憩
所
に
つ
い
て

は
、
ふ
か
や
緑
の
王
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
般
来
園
者
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
机
と
椅
子
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
利
用
す
る
物
品
や
、
バ
ー

ド
ハ
ウ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
や
広

報
な
ど
の
配
布
物
が
置
い
て
あ
る
。
今
後

は
、
一
般
来
園
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
王
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
協
議
を
し

て
い
く
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
正
門
前
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
は
温
水
洗
浄
便
座

に
す
る
な
ど
改
修
を
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
正
門
よ
り
新
し
い

施
設
に
な
る
の
で
、
利
用
し
や
す
い
よ
う

看
板
等
で
周
知
し
て
い
く
。
案
内
掲
示
板

に
つ
い
て
は
順
次
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

る
。

AQQ AA

引
き
続
き
導
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く

Q
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
取
扱
店
拡
張
に
つ
い
て

山出　秀明
やま　で ひで  あき

映像は
こちらから

　
　

避
難
所
に
お
い
て
、
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
準
備
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

一
般
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
で
の
生
活
困

難
な
方
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
専
用
ス

ペ
ー
ス
に
案
内
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
な
お
、
避
難
生
活
が
長
期
化
し
た
場

合
は
、
医
師
会
や
国
・
県
と
も
連
携
し
、

避
難
所
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
な

ど
、
健
康
面
の
ケ
ア
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　

障
害
の
あ
る
方
は
、
最
初
か
ら
福
祉

避
難
所
に
行
く
よ
う
に
案
内
し
て
い
る
か
。

　
　

福
祉
避
難
所
の
数
に
限
り
が
あ
る
こ

と
や
、
災
害
の
規
模
等
に
よ
り
、
開
設
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
、
課
題
が

あ
る
。
本
市
で
は
、
福
祉
避
難
所
と
避
難

が
必
要
な
方
と
調
整
の
上
、
福
祉
避
難
所

を
案
内
す
る
体
制
と
し
て
い
る
。

　
　

災
害
時
等
要
援
護
者
名
簿
登
録
制
度

で
、
障
害
の
あ
る
方
は
何
人
登
録
を
し
て

い
る
か
。

　
　

障
害
の
あ
る
方
は
、
合
計
３
７
３
人

の
登
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

障
害
の
あ
る
方
に
特
化
し
た
「
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
で
き
な
い
か
。

　
　

本
市
で
は
、
「
災
害
時
要
援
護
者
の

た
め
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
あ
り
、
今

後
、
障
害
の
あ
る
方
の
実
情
を
踏
ま
え
、

内
容
を
見
直
し
な
が
ら
更
新
し
て
い
く
。

　
　

今
後
の
上
下
水
道
の
耐
震
化
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

水
道
は
、
老
朽
管
更
新
計
画
に
基
づ

き
耐
震
化
を
進
め
る
。
下
水
道
は
、
老
朽

化
対
策
を
実
施
し
、
併
せ
て
耐
震
化
を

図
っ
て
い
く
。

AQQQ

Q Q

AA

AAA

社
協
と
連
携
し
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
等
を
行
う

Q
災
害
時
、
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
の
本
市
の
準
備
状
況
は

坂本　博
さか  もと ひろし

映像は
こちらから
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令
和
２
年
度
に
導
入
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
と
し
て
創
設
さ
れ
た
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
、

「
常
勤
職
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
場

合
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
も
改
定
す
る
こ
と
」
と
の
総
務
省
通
知

が
あ
る
。
こ
の
通
知
に
よ
り
遡
及
を
し
て

給
与
改
定
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

深
谷
市
で
は
、
昨
年
の
４
月
に
正
規
の
職

員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
て
い
る
。
深
谷
市

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
は
昨
年
の

４
月
に
遡
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
か
。

　
　

募
集
時
や
任
用
時
に
報
酬
を
明
示
し

た
上
で
任
用
し
て
い
る
の
で
遡
っ
て
給
与

の
改
定
は
し
て
い
な
い
。

　
　

県
北
の
中
で
、
昨
年
４
月
に
遡
っ
て

引
上
げ
た
市
は
あ
る
の
か
。

　
　

本
庄
市
や
羽
生
市
で
は
、
遡
及
し
て

引
き
上
げ
た
。

●
震
災
対
策
の
見
直
し
を

　
　

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
震
災
対
策

の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

熊
本
地
震
や
西
日
本
豪
雨
な
ど
の
災

害
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
国

や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
改
め
て
検
討
す

る
。

　
　

元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
水

道
管
や
下
水
道
管
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
が
、
深
谷
市
に
も
深
谷
断
層
帯
が
あ
り

大
き
な
地
震
の
可
能
性
が
あ
る
。
深
谷
市

の
上
・
下
水
道
管
の
耐
震
化
は
ど
う
か
。

　
　

水
道
管
は
20
％
、
基
幹
管
路
は
44
％

下
水
道
管
は
52
％
で
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地

震
に
耐
え
ら
れ
る
設
計
。
今
後
も
老
朽
管

更
新
計
画
に
基
づ
き
耐
震
化
を
進
め
て
ゆ

く
。
特
に
「
重
要
給
水
施
設
」
へ
の
配
水

管
の
耐
震
化
は
優
先
的
に
進
め
る
。

AQQ AA

Q QA A

映像は
こちらから

報
酬
を
明
示
し
任
用
し
て
い
る
の
で
、
改
定
は
し
て
い
な
い

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
は
、
遡
っ
て
引
上
げ
た
の
か

鈴木　三男
すず　き みつ　お

幼稚園・こども館複合施設建設予定地

こども誰でも通園制度に係るシステムのイメージ
※こども家庭庁HPより

　
　

抗
が
ん
剤
な
ど
の
治
療
に
よ
り
起
こ

る
外
見
の
変
化
に
対
し
て
、
補
助
具
購
入

費
の
助
成
を
行
う
か
。
ま
た
、
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
時
期
は
。

　
　

ウ
イ
ッ
グ
等
を
購
入
さ
れ
た
方
に
、

購
入
費
の
一
部
を
、
５
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
制
度
を
新
た
に
創
設
し
た
。
ま

た
、
本
市
の
特
徴
と
し
て
、
18
歳
以
下
の

多
感
な
時
期
に
脱
毛
症
等
に
よ
り
ウ
イ
ッ

グ
を
購
入
さ
れ
る
方
も
対
象
と
す
る
。
ス

タ
ー
ト
時
期
は
、
令
和
６
年
４
月
の
予
定

で
あ
る
。

　
　

具
体
的
に
、
ど
の
様
な
も
の
が
対
象

と
な
る
の
か
。

　
　

脱
毛
を
補
う
た
め
の
ウ
イ
ッ
グ
や

ネ
ッ
ト
等
の
付
属
品
。
ま
た
、
乳
房
の
変

形
等
を
補
整
す
る
た
め
の
人
工
乳
房
な
ど

の
胸
部
補
整
具
な
ど
で
あ
る
。

●
学
生
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　
　

卒
業
と
同
時
に
使
用
し
な
く
な
っ
た

制
服
を
回
収
し
、
必
要
と
し
て
い
る
家
庭

に
リ
ユ
ー
ス
し
て
は
ど
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
か
ら
も
、
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る

制
服
を
３
年
で
処
分
し
て
し
ま
う
の
は
エ

コ
で
は
無
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
　

一
部
の
市
内
公
立
中
学
校
で
は
、
卒

業
生
に
呼
び
掛
け
て
寄
付
を
募
り
、
予
備

と
し
て
保
管
し
緊
急
的
に
貸
与
し
て
い
る

例
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
家
庭
に
働
き
か
け
、

必
要
と
し
て
い
る
家
庭
で
再
利
用
を
し
て

い
る
例
が
あ
る
。
深
谷
市
教
育
委
員
会
と

し
て
は
制
服
の
保
管
場
所
や
人
員
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
も
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
取
組
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
ど
の
様
な
取
組
が
良

い
か
も
含
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQQ A

A

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
健
康
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

Q
が
ん
患
者
に
対
し
て
の
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て

繫　由香
つなぎ ゆ　か

映像は
こちらから

　
　

な
ぜ
こ
ど
も
館
は
公
の
施
設
な
の
か
。

　
　

市
外
在
住
者
を
有
料
と
す
る
た
め
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
児
童
館
と
の
差
異
が
な

く
児
童
厚
生
施
設
に
準
じ
た
施
設
と
し
た
。

　
　

そ
の
こ
と
に
よ
る
補
助
金
等
影
響
は
。

　
　

入
館
料
を
徴
収
で
き
財
政
面
で
優

位
、
ま
た
国
の
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
協

議
中
で
あ
る
。

　
　

児
童
館
は
、
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い

る
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由

に
来
館
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設

で
あ
る
。何
か
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
。

　
　

低
年
齢
の
子
に
関
し
て
、
保
護
者
同

伴
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
当
数

の
駐
車
場
を
完
備
し
て
い
く
。

　
　

一
人
ひ
と
り
の
心
身
の
状
態
を
把
握

し
な
が
ら
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、そ
の
た
め
の
人
材
育
成
は
。

　
　

児
童
厚
生
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
研
修
の
参
加
機
会
を
設
け
て
い

く
。
そ
の
他
職
員
体
制
は
、
開
館
日
数
、

実
施
事
業
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　
　

配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
は
。

　
　

特
に
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
な
ど
、

適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
る
。

●
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
、次
の
点
は

　
　

令
和
６
年
度
よ
り
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
が
変
わ
る
の
か
。

　
　

65
歳
に
な
る
月
の
前
月
に
個
別
通
知

す
る
。
接
種
期
間
は
１
年
間
で
あ
る
。

　
　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
周
知
と
感

染
予
防
へ
の
注
意
喚
起
を
す
る
の
か
。

　
　

慢
性
的
な
基
礎
疾
患
の
方
な
ど
、
重

症
化
す
る
場
合
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
広
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民

へ
周
知
し
、
注
意
喚
起
し
て
い
く
。

AQQQ AAQAA

QQQ AA A

児
童
厚
生
員
を
中
心
に
一
層
の
専
門
性
と
資
質
向
上
を

Q
こ
ど
も
館
開
設
時
に
間
に
合
う
よ
う
人
材
育
成
を

五間　くみ子
ご 　ま こ

映像は
こちらから

　
　

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳
〜
３
歳

未
満
児
の
子
ど
も
を
、
保
護
者
の
就
労
を

問
わ
ず
に
保
育
園
を
は
じ
め
多
様
な
事
業

者
に
預
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
り
、
令
和
８

年
度
か
ら
本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

本
格
実
施
の
際
の
利
用
方
法
は
、
利
用
者

が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
施
設
の
空
き
情
報
を

確
認
し
、
空
き
が
あ
れ
ば
全
国
の
施
設
が

利
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

保
育
施
設
に
お
け
る
死
亡
事
故
は
、
０

歳
、
１
歳
が
80
％
を
占
め
て
お
り
、
ま
た

預
け
は
じ
め
の
初
日
、
間
も
な
い
時
期
に

死
亡
事
故
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

実
態
を
考
え
る
と
、
本
制
度
の
利
用
方
法

は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
本
制
度
実
施
に
向
け
た
検
討
会

で
は
、
安
全
確
認
に
関
す
る
議
論
が
乏
し

い
。
保
育
園
で
は
入
園
前
に
必
ず
行
っ
て

い
る
事
前
面
談
の
記
述
す
ら
一
切
な
い
。

保
育
関
係
者
か
ら
は
、
事
故
の
発
生
を
危

惧
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
本
制
度
を

実
施
す
る
事
業
者
は
、
市
が
指
定
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
施
の

際
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、

十
分
に
安
全
が
保
障
さ
れ
る
事
業
者
に
限

定
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
市
の
見
解
を
伺

う
。

　
　

現
時
点
で
は
、
国
か
ら
正
式
な
枠
組

み
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
試
行
的
事
業

の
検
証
結
果
や
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
正
式
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
際
に

は
、
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
実

施
方
法
や
事
業
所
の
指
定
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

AQ

子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
事
業
者
の
指
定
を
検
討
す
る

Q
事
業
実
施
の
際
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
す
べ
き

A

佐久間奈々
さ　く　ま　  な   な

映像は
こちらから

花園第二配水場
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市政への一般質問市政への一般質問

　
　

深
谷
市
の
特
産
品
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
指
定
野
菜
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
。
市
民
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
は
。

　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
指
定
野
菜
に
な
る

と
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
一
番
注

目
を
浴
び
て
い
る
野
菜
で
あ
る
。
本
市

は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
産
出
額
、
作
付
面

積
、
経
営
体
数
が
市
町
村
別
で
日
本
一
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
こ
の
こ

と
を
多
く
の
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、

指
定
さ
れ
る
２
０
２
６
年
度
ま
で
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
＝
深
谷
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
Ｐ
Ｒ
を
全
面
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。

●
廃
止
し
た
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　
　

旧
岡
部
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
岡
部
荘
の
解
体
時
期
と
跡
地
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

廃
止
当
時
は
建
物
を
解
体
し
、
隣
接

の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
及
び
岡

部
中
央
公
園
の
駐
車
場
と
し
て
当
面
の
間

使
用
し
て
い
く
方
針
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
施
設
が
廃
止
と

な
っ
た
た
め
、
駐
車
場
と
し
て
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
。
改
め
て
跡
地
の
活
用
を
検

討
し
た
が
、
活
用
策
が
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
た
め
、
売
却
ま
た
は
貸
付
に
よ
る
活
用

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
売
却

か
貸
付
か
を
決
定
し
、
売
却
の
場
合
は
、

更
地
と
し
た
後
の
売
却
と
す
る
か
、
ま
た

は
建
物
解
体
条
件
付
き
の
入
札
と
す
る
か

な
ど
、
具
体
的
な
手
法
を
検
討
し
、
早
期

に
活
用
方
針
を
決
定
し
取
り
組
ん
で
い

く
。

AQAQ

A

映像は
こちらから

自
治
体
間
で
交
流
を
図
り
、
機
運
の
醸
成
に
努
め
た
い

大田市場でブロッコリーをＰＲ

Q
全
国
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
サ
ミ
ッ
ト
を
企
画
し
て
は
如
何
か

角田　義徳
つの 　だ よし   のり

　
　

新
紙
幣
発
行
時
期
に
計
画
し
て
い
る

祝
賀
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
聞
き
た
い
。

　
　

発
行
日
前
日
に
渋
沢
栄
一
記
念
館
で

前
夜
祭
を
行
い
、
発
行
当
日
は
、
市
役
所

市
民
広
場
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

新
紙
幣
発
行
を
祝
し
て
「
く
す
玉
開
き
」

の
様
子
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
企
業
や
団
体
等
を
中
心
に
「
く
す

玉
開
き
動
画
」
を
募
集
し
て
い
る
。

●
水
害
時
等
の
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

　
　

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
旧
岡
部
公
民

館
を
、
ペ
ッ
ト
同
伴
専
用
避
難
所
と
し
て

利
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　

電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
停
止
し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
や
耐

震
性
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
用
は

予
定
し
な
い
。
台
風
な
ど
で
風
雨
が
強
い

中
で
の
屋
外
の
ペ
ッ
ト
避
難
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
水
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
避
難

は
使
用
可
能
な
施
設
を
活
用
す
る
な
ど
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

東
日
本
台
風
で
開
設
し
た
避
難
所
と

避
難
し
た
人
数
を
聞
き
た
い
。

　
　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
の
他
、
藤

沢
、
南
、
岡
部
、
花
園
の
各
公
民
館
な
ど

９
施
設
を
開
設
し
、
約
３
，
４
０
０
人
で

あ
る
。

　
　

災
害
時
、
避
難
所
へ
の
誘
導
や
混
雑

を
避
け
る
た
め
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

　
　

「
避
難
所
混
雑
情
報
サ
イ
ト
」
が
あ

り
、
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

家
庭
用
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ほ
か

に
、
水
害
に
備
え
た
周
知
、
啓
発
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　

Ｗ
ｅ
ｂ
版
深
谷
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
あ
り
、
多
言
語
対
応
も
し
て
い
る
。

AQQ A

QQQ AAA

A

７
月
３
日
の
発
行
に
向
け
て
お
祝
い
ム
ー
ド
を
醸
成
し
て
い
く

Q
新
１
万
円
札
発
行
を
祝
う
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い

八須　由憲
はち　す よし  のり

映像は
こちらから

A
鐘
撞
堂
山
の
保
全
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
て
活
用
し
て
い
る

Q
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か

田島　秀興
た  じ ま ひ で お き

映像は
こちらから

　
　

市
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
は
。

　
　

全
国
火
災
予
防
運
動
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
、
啓
発
活
動
を
行
い
、
平

成
24
年
６
月
時
点
で
61
・
２
％
だ
っ
た

が
、
11
年
間
で
19
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
令
和
５
年
度
で
80
・
６
％
と
な
っ

た
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
動
作
し
た
こ

と
に
よ
る
効
果
が
あ
っ
た
事
例
は
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動
音
に
よ

り
火
災
に
気
づ
き
、
素
早
い
初
期
消
火
等

を
実
施
し
た
こ
と
で
被
害
が
軽
減
さ
れ

た
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
や
電

池
交
換
な
ど
の
作
業
が
困
難
な
高
齢
者
世

帯
に
対
し
、
消
防
職
員
に
よ
る
取
付
け
作

業
な
ど
の
無
償
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
は
。

　
　

県
内
の
26
消
防
本
部
中
13
本
部
が
実

施
し
、
電
池
交
換
に
つ
い
て
は
26
消
防
本

部
中
７
本
部
。
実
績
は
人
口
規
模
に
も
差

異
は
あ
る
が
、
近
隣
の
消
防
本
部
で
年
間

２
件
か
ら
９
件
の
取
付
け
実
績
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
取
付
け
支
援

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
他
消
防
本
部
の
状

況
を
調
査
し
、
取
付
け
対
象
者
や
実
施
方

法
な
ど
を
検
討
、
消
防
関
係
団
体
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
る
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
宣
言
に

　

つ
い
て

　
　

２
０
３
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
46
％
、
削
減
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、
現
在
ど
の
程
度
削
減
で
き
て
い
る
の

か
。

　
　

２
０
２
０
年
度
時
点
で
20
・
１
％
削

減
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
目
標
達
成

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
行
政
・
事
業

者
・
市
民
全
体
で
協
力
し
取
り
組
ん
で
い

く
。

AQQQ AAA

QA

　
　

酒
瓶
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
で
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
の
収
集
は
可

能
か
。

　
　

販
売
店
と
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

で
あ
る
か
な
ど
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

市
内
に
生
息
す
る
オ
オ
タ
カ
な
ど
の

希
少
生
物
の
保
護
、
生
態
系
保
全
へ
の
取

組
を
何
か
考
え
て
い
る
か
。

　
　

オ
オ
タ
カ
は
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
希
少
な
鳥

で
あ
り
、
県
で
は
「
埼
玉
県
オ
オ
タ
カ
等

保
護
指
針
」
を
作
成
し
て
い
る
。
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
の
希
少
生

物
の
保
全
・
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

自
然
環
境
・
生
態
系
保
全
に
関
し

て
、
環
境
省
の
「
い
き
も
の
ロ
グ
」
が
有

用
か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　

本
市
に
お
い
て
も
、
生
物
多
様
性
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
情
報
交

流
の
場
と
し
て
有
用
な
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

　
　

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の

「
大
人
の
部
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

　
　

環
境
ポ
ス
タ
ー
に
限
ら
ず
、
よ
り
多

く
の
世
代
の
方
が
参
加
で
き
る
コ
ン
テ
ス

ト
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　

耕
作
放
棄
地
や
植
木
が
長
年
植
生
し

て
い
る
農
地
が
希
少
生
物
に
と
っ
て
重
要

な
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
農
地
の

適
正
利
用
と
希
少
生
物
の
保
護
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　

農
地
の
適
正
な
管
理
と
希
少
生
物
の

保
護
は
共
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農

地
に
お
い
て
、
希
少
生
物
の
生
息
が
わ

か
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
各
機
関
と
調
整

を
図
り
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

QQQ AAA

QAQA

映像は
こちらから

消
防
関
係
団
体
と
調
整
を
図
り
調
査
研
究
を
進
め
る

Q
消
防
職
員
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
は
可
能
か

福島　秀樹
ふく  しま      ひで　き

【避難所混雑情報サイト】

【Web版深谷市ハザードマップ】
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市政への一般質問市政への一般質問

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6

　
　

営
利
を
含
む
民
間
利
用
も
可
能
に

な
っ
た
が
、
営
利
・
非
営
利
の
基
準
は
。

　
　

営
利
目
的
の
法
人
の
利
用
は
、
利
用

目
的
を
問
わ
ず
営
利
。
利
用
申
請
者
が
自

ら
会
費
や
月
謝
を
徴
収
し
て
い
る
場
合
な

ど
が
営
利
。
た
だ
し
、
物
品
の
販
売
、
紹

介
、
実
演
な
ど
は
す
べ
て
断
っ
て
い
る
。

　
　

宗
教
的
、
政
治
的
の
理
由
で
利
用
を

断
っ
た
こ
と
は
最
近
あ
っ
た
か
。

　
　

４
、
５
年
度
は
該
当
例
が
な
い
。

　
　

公
民
館
ほ
か
公
共
施
設
に
広
報
物
配

置
を
依
頼
し
て
断
ら
れ
た
と
よ
く
き
く
。

是
非
の
基
準
は
あ
る
か
。

　
　

深
谷
市
広
告
掲
載
要
綱
を
も
と
に
、

内
容
や
地
域
性
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な

ど
か
ら
施
設
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
。

●
学
校
・
社
会
教
育
で
の
主
権
者
教
育

　
　

学
校
主
権
者
教
育
で
の
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
取
組
は
。

　
　

資
料
集
「
新
し
い
ふ
か
や
」
で
投
票

率
、
財
政
や
住
民
の
声
を
学
ぶ
ほ
か
、
模

擬
選
挙
の
授
業
実
践
な
ど
が
あ
る
。
今
年

度
11
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
中
学
生
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
流
を
し
た
。

　
　

成
人
向
け
の
主
権
者
教
育
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
習
の
現
状
は
。

　
　

公
民
館
事
業
や
自
治
会
な
ど
の
活
動

へ
の
参
加
に
よ
り
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と

り
が
地
域
の
構
成
員
の
一
人
と
し
て
の
意

識
を
持
ち
、
延
い
て
は
主
権
者
教
育
の
推

進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
習
に
つ
い
て
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
あ
り
方
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

AQQQQ AAAA

QA

映像は
こちらから

事
業
例
は
多
様
で
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
だ
ろ
う

NPOによる親子プロギング活動。
公民館の可能性は大きい。

Q
公
民
館
自
主
事
業
で
の
民
間
と
の
協
働
の
現
状
は

小林　真
こ  ばやし まこと

　
　

こ
の
法
に
つ
い
て
審
議
会
に
提
示
し

た
候
補
地
の
中
に
深
谷
市
、
熊
谷
市
が

入
っ
て
い
る
。
今
後
の
市
の
対
応
は
。

　
　

重
要
土
地
等
調
査
法
は
、
国
が
重
要

施
設
の
周
辺
に
お
い
て
調
査
を
行
い
、
機

能
を
阻
害
す
る
場
合
に
勧
告
、
命
令
を
行

う
法
律
で
あ
る
。
市
で
は
必
要
に
応
じ
て

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。
区
域
の
決

定
、
公
表
す
る
際
に
は
広
報
で
の
周
知
等

を
行
う
。
土
地
建
物
の
売
買
や
、
利
用
を

制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
生

活
や
事
業
活
動
に
影
響
は
な
い
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
指
定
野
菜
に
な
る

　
　

市
の
最
重
要
野
菜
と
な
っ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
今
後
の
戦
略
を
聞
き
た

い
。

　
　

指
定
さ
れ
る
２
０
２
６
年
度
ま
で
の

期
間
、
多
く
の
注
目
を
浴
び
る
中
で
本
市

が
産
出
額
、
作
付
面
積
、
経
営
体
数
が
市

町
村
別
で
日
本
一
で
あ
り
大
産
地
で
あ
る

こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

農
協
や
関
係
団
体
と
と
も
に
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
消
費
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

●
深
谷
ね
ぎ
の
商
標
登
録
は
！

　
　

昨
年
深
谷
市
で
実
施
さ
れ
た
全
国
ね

ぎ
サ
ミ
ッ
ト
に
出
展
さ
れ
た
団
体
の
中
に

５
ケ
所
の
産
地
が
商
標
登
録
さ
れ
て
い

た
。
深
谷
ね
ぎ
の
商
標
登
録
を
強
く
望

む
。

　
　

産
地
と
普
通
名
称
の
組
み
合
わ
せ
と

理
解
さ
れ
、
商
品
を
区
別
さ
せ
る
目
印
と

し
て
の
特
徴
を
備
え
て
い
な
い
た
め
原
則

と
し
て
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
「
深
谷
ね
ぎ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守

り
、
利
益
の
向
上
の
た
め
努
め
て
い
く
。

AQQ AA

自
衛
隊
熊
谷
基
地
周
辺
に
お
け
る
規
制
だ
が
影
響
は
少
な
い

QA

Q
重
要
土
地
等
調
査
法
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ま
た
市
の
対
応
は

髙田　博之
たか　だ ひろ  ゆき

映像は
こちらから

　
　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
け
る
健
康
診
査
の
実
施
状
況
は
。

　
　

国
の
実
施
基
準
に
基
づ
き
基
本
的
な

健
診
項
目
と
詳
細
な
健
診
項
目
に
つ
い
て

集
団
健
診
と
個
別
健
診
を
実
施
し
て
い

る
。
国
民
健
康
保
険
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
特
定
健
康
診
査

と
し
て
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保
険
者

を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
受
診
率
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

健
診
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の

現
状
は
。

　
　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
被
保
険
者
の
健
診
結
果
や
医

療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
医
療
情
報
な
ど

の
デ
ー
タ
を
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
が
提
供
す
る
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
疾
病
別
の
医
療
費
な
ど
の
確
認
を
す

る
こ
と
で
現
状
の
把
握
や
健
康
課
題
等
の

整
理
に
努
め
て
い
る
。

　
　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
得
ら
れ
た
結

果
の
活
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
、

健
診
結
果
等
を
分
析
し
、
健
康
課
題
を
明

確
化
し
た
上
で
、
今
後
も
引
き
続
き
本
市

の
実
情
に
合
っ
た
保
健
事
業
を
推
進
し
、

被
保
険
者
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

市
民
を
対
象
に
し
た
健
康
増
進
事
業

の
現
状
は
。

　
　

「
た
め
る
ん
ピ
ッ
ク
ふ
か
や
」
の

ツ
ー
ル
を
使
い
運
動
す
る
気
運
を
高
め
、

協
賛
企
業
を
取
り
込
み
、
ポ
イ
ン
ト
を
た

め
る
。
ま
た
食
事
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
で
健
康
づ
く
り
応
援
店
に
登
録
を
し
て

も
ら
い
健
康
意
識
の
向
上
を
図
る
取
組
を

し
て
い
る
。

AQQ

QQ AA

AA

健
康
診
査
と
が
ん
検
診
や
健
康
増
進
事
業
が
あ
る

Q
市
民
の
健
康
管
理
の
施
策
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か

湯本　哲昭
ゆ    もと てつ  あき

映像は
こちらから

令和６年度 特定健康診査のお知らせ

村川　徳浩
ミルク　　　　おやじ

映像は
こちらから

　
　

花
園
消
防
署
が
分
署
に
な
り
、
特
別

救
助
隊
の
代
わ
り
に
、
特
別
消
防
隊
が
設

置
さ
れ
る
が
、
消
防
力
は
低
下
し
な
い
か
。

　
　

社
会
情
勢
も
考
慮
し
た
再
編
と
す
る

た
め
、
消
防
力
は
低
下
し
な
い
。

　
　

花
園
分
署
の
勤
務
人
員
は
何
人
か
。

　
　

災
害
対
応
職
員
は
、
班
当
た
り
20
人

か
ら
５
人
減
少
し
て
15
人
と
な
る
。

　
　

特
別
消
防
隊
の
任
務
は
、
救
助
隊
と

同
様
と
の
こ
と
だ
が
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に

あ
こ
が
れ
て
い
る
署
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
考
慮
す
れ
ば
、
花
園
分
署
と
な
っ
て

も
救
助
隊
は
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

オ
レ
ン
ジ
色
の
救
助
服
を
着
用
、
深

谷
独
自
の
特
別
消
防
隊
と
し
、
救
助
業
務

も
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
い
。

●
深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
に
つ
い
て　

　
　

市
民
有
志
に
よ
り
、
パ
テ
ィ
オ
で
開

催
さ
れ
た
、
深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
は
、
２
万

人
を
超
え
る
来
場
客
が
あ
り
、
大
盛
況

だ
っ
た
が
、
一
方
で
は
周
辺
で
大
渋
滞
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
行
政
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
　

課
題
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
観
光

客
の
市
内
回
遊
に
つ
い
て
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
協
力
で
き
る
部
分
で
支
援
を
す
る
。

　
　

深
谷
市
で
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国
ね

ぎ
サ
ミ
ッ
ト
で
か
か
っ
た
経
費
は
。

　
　

約
一
千
万
円
で
あ
る
。

　
　

市
は
予
算
と
人
員
を
つ
ぎ
込
み
、
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

民
間
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
い
う
方
向
に
軸
足
を
変
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

深
谷
市
市
民
協
働
指
針
に
も
あ
る
よ

う
に
、
市
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し

て
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

AQQQQ AA

QQ AA A

A

限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
、
万
全
の
消
防
体
制
を
整
え
る

Q
花
園
消
防
署
の
分
署
化
は
、
消
防
力
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
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日 月 火 水 木 金 土

福祉文教
委員会

産業建設
委員会

総務
委員会

（開会）
議案説明 議案説明 議案質疑 議案質疑

日 月 火 水 木 金 土
32 4

11

5 6 7 8

12 13 14 15

一般質問 一般質問一般質問 採決
（閉会）

15

18 19 20 21 22

　３月議会は予算審議がある重要な議会でした。改選より続く２１人
の一般質問の他、様々な審議が行われました。元旦に能登半島地震が
あり、一般質問では災害に関しての質問が多く、災害対応への関心の
強さがうかがえます。
　前回の議会だよりの表紙のデザインが好評をいただいております。
「深谷市議会は雰囲気が変わった」という声も聞こえてきます。改選
から一年、市議会に新しい風が吹き込まれていることを市民の皆さま
に感じて頂ければ、と思います。　　　　　　　　　　　　田島  秀興

議会のうごき
行 事 内 容行 事 内 容 行 事 内 容行 事 内 容

行 事 内 容行 事 内 容

30(火) 1(金)

4(月)

5(火)

6(水)

7(木)

12(火)

13(水)

14(木)

18(月)

15(木)

22(木)

28(水)

議員全員協議会

・令和５年度一般会計補正予算（専決第３号、専決第４号）

・価格高騰重点支援給付金（低所得世帯支援）の概要及び対応

・高温・干ばつによる農業被害に対する支援

・令和６年能登半島地震に係る応急給水対応

・農業委員及び農地利用最適化推進委員の募集

・川本地区複合施設「ワモア川本」オープンスケジュール

総務委員会

福祉文教委員会

産業建設委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

一般質問

一般質問

一般質問

議会運営委員会

採決、議会閉会

議員全員協議会

・行財政改革の取組の実績報告

・新型コロナウイルスワクチン接種に関

　する報告

・次期ごみ処理施設の整備

・深谷市地域公共交通計画の策定

議会運営委員会

議員全員協議会

・令和６年度組織改正

・深谷市犯罪被害者等支援条例の制定

・深谷市福祉総合相談窓口の設置

・こども家庭センターの設置

議会運営委員会

議会開会、議案説明、予算特別委員会

議案質疑

今号の表紙

［副委員長］［委員長］
［ 委 員 ］

佐久間　奈々
田島　秀興　福島　秀樹　八須　由憲
小林　　真　山出　秀明　繫　　由香

［編集責任者］ 議長　茂木　一郎

田口　英夫

9 10

16 17

　４月オープンの複合施設「ワモア川

本」は、正方形のスライスレンガタイル

と全長約４０ｍの「交流ストリート」が

特徴。

「しげただくん」は令和３年度の市内小

中学生による投票で、中学生投票数１位

だったキャラクターです。


